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JAIFA はこれからも、
全国の被災地支援に
取り組んでいきます。
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生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』2月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

一人ひとりができることから
始めることができます
一人ひとりができることから
始めることができます

すき焼きすき焼き
第9回　ごちそうの歴史第9回　ごちそうの歴史

日本料理の代表ですが、
意外と歴史が浅い！？
日本料理の代表ですが、
意外と歴史が浅い！？

第9回　仕事や生活に役立てるミニ知識
特集

国際社会が掲げた共通目標
「SDGs」とは



生命保険営業に必要な情報を
学べるサイト「JAIFA学習帖」
に、 まだご登録いただいてい
ない会員は、今すぐご登録くだ
さい。

登録は簡単です！！登録は簡単です！！

QRコードアプリで
今すぐログイン

JAIFA学習帖
https://www.jaifa-learning.com/

「　　　　　　 」サイト
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パスワードで
ログイン

ログイン画面で
登 録メールアド
レスとパスワー
ドを入力しログ
イン成功すると、
ホーム画面に移
動します。
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登録画面へ
01

STEP

初めてご利用の場合は「新規会員登録」を
クリックし、登録申請画面へ。登録メール
アドレスにパスワードが送信されます。

パスワードで
ログイン

【ご注意】
携帯電話のメールアドレスを指定
される場合は、「@jaifa-learning.
com」からのメールを受け取れる
よう設定をお願いいたします。
上記設定でもメールが届かない場
合、迷惑メールフォルダをご確認
ください。

会員登録
（学習帖登録）

02
STEP

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
学
習
帖
の

ロ
グ
イ
ン
方
法

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

毎月月初にコンテンツが追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

2 月追加予定：【個人への提案】マーケット別アプローチ ～個人事業主編～
●�リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用のリーフレットです）
2 月追加予定：個人 No.09 民事信託では権利と課税は別々になる
ことをご存じですか？

●“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒントが盛り沢山です）
2 月追加予定：【法人】「承継・M&A・廃業」のメリット・デメリット

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.3
閲覧数
No.1
閲覧数
No.2

新コンテンツ

JAIFA学習帖のご利用にあたって
● 2回目以降は、Eメール、パスワードを入れてログインできます。ログイン時にチェックを入れると、次回からログイン操作が不要になります。
●ログインのメールアドレスとパスワードは、登録時と異なるスマホやパソコンでも使用できます。
● �ホーム画面上部の「会員情報確認・変更」をクリックすると、登録情報の変更が行えます。（パスワードを任意のものに変更することも可能です）
● �わからないことはホーム画面下部の「FAQ」をクリックすると、よくあるご質問で確認できます。
　その他のご質問は、「learning@jaifa.or.jp」へメールでご連絡ください。



白水性一 昭20・29・38・47・56
平2・11

黒土性二 昭19・28・37・46・55
平元・10 碧木性三 昭18・27・36・45・54・63

平9

緑木性四 昭17・26・35・44・53・62
平8 黄土性五 昭16・25・34・43・52・61

平7

白金性六 昭15・24・33・42・51・60
平6 赤金性七 昭14・23・32・41・50・59

平5

白土性八 昭13・22・31・40・49・58
平4・13 紫火性九 昭12・21・30・39・48・57

平3・12

開運
マダム晶子の九性気学で

今日から

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれ
たときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ
年ごとにより違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影
響を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月の運勢
正月気分がなかなか抜けません。今月は何もしなくても運気の良
さで過ごせるので少々気も緩みがちです。その上、相性の良い気
の中での1ヵ月ですから気分的にのんびりです。ビジネス運は紹
介話が舞い込み、千客万来で嬉しい悲鳴になりそうです。金銭運
は散財することも多くなりそうなのですが、営業利益の収益があり
そうです。社交運は人気運が上昇中ですから、お誘いの多い月に
なります。財布の紐は緩めないで。

離合集散の1ヵ月です。自分の考え方も行動も的確に判断ができるときです。
反対に周囲の意見に惑わされないように気を付けましょう。今まで努力を重ね
てこられた方は、昇給や昇格などの評価の対象になれる月です。ビジネス運
は方々で見直しの問い合わせが多くなり、また復活の問い合わせも多くなるで
しょう。金銭運は忘れていた支払い等の請求書などが届きそうです。散財をし
ないように出銭を抑えましょう。社交運は再会や復活ありです。再婚を希望の
方には良縁が持ち込まれます。けんか別れをしていた人とは仲直りのチャンス。

運気は変革期に入りました。現状が平穏であったならば、自ら流れ
を変えてはいけません。新しい年になり、何かと焦りに似た感情
が芽生えて変身や変化を求めたくなりますが、現状維持で過ごす
ことが得策です。ビジネス運は奉仕の精神で周りの人たちに力を
貸してあげましょう。そのボランティアの心があなたの今後の種ま
きですから積極的に活動してみてね。金銭運は今ひとつ運が上が
りません。社交運は新しい出会いはありませんので現状のままに。

昨年から待ちに待った盛運期の到来です。自分の考え方も行動も的確
な判断ができて、その上あなたを取り巻く周囲の方たちも大いに手助け
をしてくださり絶大な支援を得るでしょう。ビジネス運は顧客への訪問
をしっかりやりましょう。そのことがあなたの後々に幸運をもたらします。
金銭運は現状維持ですが、営業成績は伸びていますので一気に伸ばす
努力が必要です。社交運は運気がまだまだひ弱ですから、焦らないでコ
ツコツ良い気を蓄えていきましょう。現状維持で守ることが大事です。

今月のあなたは気力が足りません。そのせいなのか、やる気さえ失っています。
気力体力が底をついてしまい力が出てきません。自分の考え方は良いのです
が周りから押され気味です。マイペースで自分のために、しっかりとした活動
ができるように体力をつけましょう。ビジネス運は紹介を頼める方の力を借りま
しょう。紹介は少し希望が持てそうです。金銭運は良くありませんので無駄遣
いをしないで出費を控えてね。社交運は今月のお誘いや誘惑はやんわり断りま
しょう。運気をマイナスへ引き込む恐れありですから気を付けましょう。

新年度早々に願いが叶うラッキーな時になりました。今月は自分の気は
的外れですが、あなたを取り巻く周囲の人達は協力的です。ビジネス運
は気まぐれに動くのではなくて、ターゲットを絞って目標を定めて行動を
していくと周りからの支援をたくさんいただけそうです。その努力が良
い信用になるはずです。噂は遠方まで届き千客万来を呼び込めそうです。
金銭運はまだ先になりそうです。今月はその為の入金の準備と形を
しっかり作っておきましょう。社交運はモテモテで人気上昇中です。

発展できる運気の場所に入りました。今月は進んで出て行けるの
に自分の運気も取り巻く周囲の状況もピンボケです。できるだけ
無理をしないでやるべきことをコツコツとそして単独行動が良いで
しょう。ビジネス運は今まで諦めていたことや、忘れて放置してい
た案件に手を入れてみましょう。良い結果が出せるでしょう。金銭
運は良くありませんので、大きな買い物は控えましょう。社交運は
新しい出会いはありませんので現状維持です。

令和４年の始まりは勢いも付き、元気いっぱいに動ける運気です。特に
今月は休む間もなく多忙になるでしょう。今までの閉じてきた流れから一
転勝負の「飛躍の時」です。怠けないで本気で勝ちにいくよう頑張りましょ
う。ビジネス運は目上の方々や上司などからの支援も得られそうです。
営業は目上の方や組織をターゲットにしてみましょう。案外思っているよ
りもスムーズな流れができたりするチャンスの時です。金銭運は最高で
す。その勢いを糧に努力を惜しまないでね。社交運は現状維持です。

運勢階段の最上階です。昨年度末からのあなたの努力が大きく実り、
収益も内容も充実しているはずです。今月は更に上を臨んではいけま
せん。勝利の上で過ごすわけですから、やるべきことのみをしっかり早
めにやり終えて、後は今後のために自分の内面を強化して過ごしましょ
う。ビジネス運は今までの反省と共に自分の為の組織や足元を固めて
おきましょう。金銭運は良好です。余分なお金は手元に置かないで貯蓄
に回しましょう。社交運は新しい出会いはありませんので現状維持です。

開運★東南大吉方位～飲食会や商談に是非この方位を。
（社交運アップ、紹介話が来る、営業成績上がる）

開運★西北吉方位～ここで商談を、再度トライすること。
（リズムに乗れる、良い情報がある、金銭的に恵まれる）

開運★南大吉方位～営業活動するなら是非この場所で。
（発展のリズムに乗れる、良いアイデア・知恵が沸く）

開運★西北大吉方位～ここで商談や営業活動を。
（金銭運アップする、良い情報が入る）

開運★西吉方位～ごく近くで営業活動を。
（新しい出会いに期待、営業利益や副収入あり）

開運★東吉方位～ごく近くで営業活動を。
（スピード感が出て目上からの支援を受けやすくなる）

開運★東南吉方位～ごく近くで買い物や飲食を。
（紹介話から千客万来になる、美味しい食物に出会える )

開運★南吉方位～ごく近くで営業活動を。
（新しい出会いあり、再会や復活あり）

開運★西北大吉方位～ここで商談や営業活動を。
（再会や復活あり、金銭的に恵まれる）

2022 年 2 月節 2.4▶3.4



C O N T E N T S

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図

り、国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を
目的とした生命保険募集人の公益団体であり、生命保
険ファイナンシャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2022 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

厚労省は、2022 年 1 月 13 日に「（2022 年 1 月版 ）新型コロナウイルス
感染症の“いま”に関する 11 の知識」を新たに知識として
取りまとめました。コロナウイルス感染症の発生をさらに
抑えるためには、一人ひとりが最新の知識を身につけること
が重要です。
https://www.mhlw.go.jp/content/000788485.pdf
※詳しくは厚労省のホームぺージをご参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために

～今年度の表紙は広島にゆかりがある写真を掲載しています～
今月の表紙： 「熊野筆（化粧用）」広島県安芸郡熊野町で作られている伝統工芸品。熊野町で筆作りが始まったのは江戸時代末期。良質なヤギや

ウマ、シカ、タヌキ、イタチなどの獣毛を原料としているのが特徴。穂先の毛を切り揃えず、「コマ」という木型を使用し長さを揃える。
自然毛を生かしているため、毛先が繊細で適度なコシも持ち合わせており、品質は国内外で高く評価されている。

累計総額　5億6,998万4,665円
令和3年度 募金現在額は849万2,337円です （令和3年12月31日現在）

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02  	 特集�  
第 9 回　仕事や生活に役立てるミニ知識

　　一人ひとりができることから始めることができます
       国際社会が掲げた共通目標
     「SDGs」とは           　          

06  	 連載
　　  第 9 回　ごちそうの歴史
　　　日本料理の代表ですが、意外と歴史が浅い !? 
　　　すき焼き　　　

08  	 第 82 回　ゼロから学ぶ税金講座
	 贈与税額ゼロでも申告が必要 !?

10  	 第 230 回　ありがとう生命保険		   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

	  〝安心〟を買うということ
	 宮城県　宮城県仙台二華中学校　3 学年　福村 眞菜

12  	 第 59 回　社会保険 Q&A
	 年金を何歳から受け取るか（中編）

2
/2022

13  	 第 119 回　桐生純子の愛され力		   
コミュニケーション術

	  【自分を成長させるためのヒント】 
～心を整える魔法のフレーズ～

14  	 第116 回　心のかけはし	
お客様のライフプランにしっかりと関わりたい
振り返りを大切にし
お客様としっかり向き合う

18  	 第 131 回　思わず伝えたくなる！		   
お金にまつわるエトセトラ
株主へのプレゼント 
株主優待を手に入れるには？　　　　　　　　

19    第 45 回　想いをつなぐ
	 豪雨被災地の子供たちへ文具を届けました

20    お役立ち情報　　　　　　　　　　　　　　　
備えあれば憂いなし !

	 万一に備えて日頃から準備しておきたいこと

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて

「プレゼント」を贈ります。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えます。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞　
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

01 2022  |  February
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ま
な
課
題
や

危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
も
、
人
々
が
い
つ
ま
で
も

安
定
し
た
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
世
界

中
の
人
々
が
話
し
合
い
、
課
題
の
整
理
と
解
決

方
法
を
考
え
た
結
果
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
標
を
、
S
D
G
s

と
い
う
具
体
的
な
目
標
と
し
て
定
め
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

誕
生
の
背
景
は
？

で
は
、
S
D
G
s
と
い
う
目
標
は
な
ぜ
定
め
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

「
地
球
温
暖
化
」
と
「
格
差
拡
大
」
の
2
つ
で
す
。

地
球
温
暖
化
は
現
実
に
進
行
し
て
お
り
、
産

業
革
命
前
の
時
代
に
比
べ
て
世
界
の
気
温
は

約
1
度
上
昇
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
海
水

S
D
G
s
（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

毎
日
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

S
D
Gs
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
背
景
で
誕
生
し
た
の
か
…
…
。

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
何
に
取
り
組
む
べ
き
な
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第 　 回9

国
際
社
会
が
掲
げ
た

共
通
目
標 

「
S
D
G
s
」
と
は

（①貧困） （②飢餓） （③保健）

（⑦エネルギー）

（⑬気候変動） （⑭海洋資源） （⑮陸上資源） （⑯平和） （⑰実施手段）

（⑧成長・雇用）（⑨イノベーション） （⑩不平等） （⑪都市） （⑫生産・消費）

（④教育） （⑤ジェンダー） （⑥水・衛生）

SDGs（持続可能な開発目標）の詳細
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特集

仕事や生活に役立て
る

ミニ知識ミニ知識

温
の
上
昇
に
よ
り
海
水
が
膨
張
し
て
体
積
が
増

え
る
こ
と
や
、
氷
河
・
氷
山
が
融
け
る
こ
と
で
、

海
水
面
が
上
昇
す
る
現
象
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
影
響
で
、
一
部
の
国
で
は
国
土
の
水
没
危

機
に
直
面
し
、
別
の
国
へ
移
住
す
る
と
い
う
事

態
に
も
な
り
ま
し
た
。

貧
困
に
よ
る
格
差
も
深
刻
で
す
。
豊
か
な
人

の
グ
ル
ー
プ
に
は
ま
す
ま
す
富
が
集
ま
る
一
方

で
、
貧
し
い
人
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
子
ど
も
に

満
足
な
食
事
が
与
え
ら
れ
な
い
」「
病
気
に
な
っ

て
も
医
者
に
か
か
れ
な
い
」「
教
育
も
受
け
ら
れ

ず
、
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
お

金
を
稼
げ
な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
危
機
感
か
ら
、

全
世
界
共
通
の
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
が

S
D
G
s
で
す
。

S
D
G
s
は

今
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
？

S
D
G
s
に
は
、「
M
D
G
s
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
）」
と
い
う
前
身
が
あ
り
ま
す
。
2
0
0
0

年
9
月
の
国
連
の
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
も

の
で
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
を
基
に
ま
と
め

ら
れ
、
2
0
1
5
年
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。M

D
G
s
は
、
主
に
発
展
途
上
国
の
社
会
的

目標 1（貧困） あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。

目標 2（飢餓） 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する。

目標 3（保健） あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する。

目標 4（教育） すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する。

目標 5（ジェンダー） ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児のエンパワーメントを行う。

目標 6（水・衛生） すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する。

目標 7（エネルギー）
すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保
する。

目標 8（経済成長と雇用）
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある 
人間らしい雇用 ( ディーセント・ワーク ) を促進する。

目標 9（インフラ、産業化、イノベーション）
強靱 ( レジリエント ) なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーショ
ンの推進を図る。

目標 10（不平等） 各国内及び各国間の不平等を是正する。

目標 11（持続可能な都市） 包摂的で安全かつ強靱 ( レジリエント ) で持続可能な都市及び人間居住を実現する。

目標 12（持続可能な生産と消費） 持続可能な生産消費形態を確保する。

目標 13（気候変動） 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。

目標 14（海洋資源） 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する。

目標 15（陸上資源） 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対
処ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する。

目標 16（平和） 持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセス
を提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。

目標 17（実施手段） 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する。

出典：外務省ホームページ　資料出典：外務省ホームページ　資料
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000270935.pdfhttps://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000270935.pdf
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な
課
題
を
解
決
す
る
の
が
目
的
で
、
日
本
な
ど

の
先
進
国
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
O
D
A
（
政

府
開
発
援
助
）
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
。

と
は
い
え
、
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
は
、
先
進
国
や
中
国
な
ど
が

中
心
で
、
発
展
途
上
国
と
切
り
分
け
て
解
決
で

き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
全
世

界
が
一
体
に
な
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に

3
年
の
議
論
の
末
、
S
D
G
s
が
誕
生
し
た
の

で
す
。

具
体
的
な
17
の
目
標
と
は
？

S
D
G
s
は
、
17
の
目
標
と
1
6
9
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

具
体
的
な
目
標
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
目
標

は
大
き
く
、「
社
会
（
1
〜
６
）」「
経
済
（
7
〜

12
）」「
環
境
（
13
〜
15
）」
の
3
つ
の
分
野
に
分

類
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
関
わ

る
2
つ
の
目
標（
16
〜
17
）が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
17
の
目
標
に
対
し
、
各
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

例
え
ば
、
目
標
の
1
は
「
貧
困
」
で
す
。
世
界

に
は
7
億
人
を
超
え
る
人
達
が
、
1
日
あ
た
り
1.9

ド
ル
未
満
の
極
度
の
貧
困
状
態
で
暮
ら
し
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
割
合
で
見
る
と
、
世
界
の
人
々
の

10
人
に
一
人
で
す
。
貧
困
が
続
け
ば
経
済
活
動
が

停
滞
し
、
政
治
へ
の
不
満
か
ら
紛
争
へ
と
発
展
し

か
ね
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
気
候
変
動
の

影
響
を
受
け
て
、
貧
富
の
差
も
広
が
っ
て
い
る
と

言
い
ま
す
。

こ
の
目
標
に
対
し
て
、「
2
0
3
0
年
ま
で
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
基
準
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
面
で

「
貧
し
い
」
と
さ
れ
る
男
性
、
女
性
、
子
ど
も
の

割
合
を
少
な
く
と
も
半
分
に
減
ら
す
（
ユ
ニ
セ
フ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）」
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

企
業
に
と
っ
て
の
S
D
G
s

S
D
G
s
は
、
政
府
や
自
治
体
の
取
組
み
だ

け
で
は
な
く
、
民
間
企
業
で
も
積
極
的
な
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
消

費
者
や
地
域
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
、
将
来
的
な
発
展
が

難
し
い
時
代
で
す
。

そ
こ
で
、
企
業
価
値
を
高
め
、
持
続
可
能
性

を
追
求
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
、
S
D
G
s

の
活
用
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
企
業
が

S
D
G
s
を
活
用
す
る
意
義
と
し
て
は
次
の
４

点
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

1
～
６

貧困、飢餓、衛生、教育など、
人間らしく生きるための
基本的な目標

7
～
12

働きがい、経済成長、格差
など、より良い暮らしを実
現するための目標

13
～
15

気候変動、海洋・陸上資源
など、人・動物の暮らしや
自然保護に関する目標

16
～
17

世界平和、国や企業や人々
の協力を呼びかけること
を目標

イメージの向上
SDGsに取り組む企業は、社会的な信用性が高まり、企業イメージ
の高まりで多様な人材確保が可能になる。

社会課題への
対応

社会が抱えるたくさんの課題を網羅しているSDGs に取り組む
ことは、社会貢献や地域での信頼獲得につながる。

生存戦略
SDGs に対応することは、ビジネスの取引条件になる可能性も
あり、他社との差別化など経営戦略としても利用できる。

事業機会の創造
SDGs への取組みをきっかけとして、新たな取引先の獲得、地域
での新たな事業の創出などのイノベーションにつながる。

出典 : 環境省資料を参考に作成出典 : 環境省資料を参考に作成
https://www.env.go.jp/policy/sdgs/guides/SDGsguide-honpen_ver2.pdfhttps://www.env.go.jp/policy/sdgs/guides/SDGsguide-honpen_ver2.pdf
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個
人
で
も
取
り
組
め
る
S
D
G
s

目
標
の
ス
ケ
ー
ル
や
種
類
の
多
さ
か
ら
、「
持

続
可
能
な
世
界
と
い
っ
て
も
、
何
を
し
た
ら
い
い

の
？
」「
S
D
G
s
の
目
標
達
成
に
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
て
し
ま
い

そ
う
で
す
ね
。

そ
こ
で
、
一
人
ひ
と
り
が
す
ぐ
に
で
も
取
り
組

め
る
事
例
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
す
で
に
実

行
し
て
い
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

 

  

ま
と
め

S
D
G
s
の
特
徴
は
、
先
進
国
・
発
展
途

上
国
を
問
わ
ず
、
地
球
上
の
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
こ
と
を
誓
い
、
全
世
界
の
人
々
が

共
通
で
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
、
小
さ
な
こ
と
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、

S
D
G
s
の
目
標
達
成
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

い
ま
す
ぐ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

住職が始めた貧困をなくす取組みとは !?

SDGs の目標１「貧困をなくそう」に該当する取組み事例をご紹介しましょ
う。2018 年のグッドデザイン大賞も受賞した「おてらおやつクラブ」
です。
おてらおやつクラブは、奈良県にある安養寺の住職・松島晴朗氏が代表理事
を務める認定 NPO 法人で、2014 年に活動がスタートしました。
全国にあるお寺の「おそなえもの」を、仏さまからの「おさがり」として頂
戴し、経済的に困難な家庭へ「おすそわけ」するのです。食品や果物、お菓
子、日用品などを、活動に賛同する全国のお寺や、子どもをサポートする支
援団体と協力しながら届けています。
こうした活動の意義とともに、「既存の組織・人・もの・習慣をつなぎ直す
だけで機能する仕組みの美しさ」が高く評価され、グッドデザイン大賞も受
賞しています。
出典 : おてらおやつクラブ　https://otera-oyatsu.club/

ソファに
寝たまま

できること

・電源タップに差し込んでいる電気機器、使っ
てない時は完全に電源を切る
・気候変動や女性の権利についての投稿を
SNSでシェア
・プリンタでの印刷をやめて、ノートにメモ
する

家にいても
できること

・ドライヤーや乾燥機を使わずに、髪の毛や
衣服は自然乾燥させる
・肉や魚を控えめに。肉の生産には植物より
も多くの資源が使われている

家の外で
できること

・大きさや形などが規格に「合わない」だけ
で捨てられてしまう「訳あり品」を買う
・カフェでは紙コップではなく、コーヒーカッ
プを使う
・衣服や本、家具などで使わないものは寄付
する

職場で
できること

・労働者としての自分の権利を知り、不平等と
　闘う
・職場で差別があったら、どんなものであれ
　声を上げる
・若者の相談相手になり、よりよい未来へと導く
・マイカー通勤ではなく、公共交通機関や自転車を使う

レベル 1

レベル 2

レベル 3

レベル 4

出典 : 国際連合広報センター「持続可能な社会のために　ナマケモノにもできるアクション・ガイド」を参考に作成出典 : 国際連合広報センター「持続可能な社会のために　ナマケモノにもできるアクション・ガイド」を参考に作成
https://www.unic.or.jp/news_press/features_backgrounders/24082/https://www.unic.or.jp/news_press/features_backgrounders/24082/
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

米
第
１
位
を
獲
得
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
世

界
的
な
知
名
度
は
日
本
料
理
の
中
で
も
随
一
で

す
。
す
き
焼
き
の
誕
生
は
江
戸
時
代
後
期
と
日

本
料
理
の
中
で
は
比
較
的
歴
史
が
浅
い
で
す

が
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
前
に
ま
ず
は
関
東
と

関
西
の
す
き
焼
き
の
違
い
に
つ
い
て
把
握
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
東
流
も
関
西
流
も
基
本
的
な
具
材
は
牛
肉

を
中
心
に
長
ね
ぎ
、
し
ら
た
き
、
豆
腐
、
春
菊

な
ど
大
き
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
調
理

法
に
は
大
き
く
違
い
が
あ
り
ま
す
。

関
東
流
の
す
き
焼
き
は
だ
し
汁
、
醤
油
、
砂

糖
、
酒
な
ど
の
合
わ
せ
調
味
料
「
割
り
下
」
を

鍋
で
煮
立
て
て
、
そ
こ
へ
牛
肉
や
野
菜
類
を
加

え
る
と
い
う
「
煮
る
」
工
程
が
主
体
の
料
理
で

す
。
一
方
の
関
西
流
は
、
鍋
で
牛
肉
を
炒
め
て

砂
糖
を
ま
ぶ
し
、
醤
油
を
注
い
で
味
付
け
を
し

て
ま
ず
は
肉
を
堪
能
。
肉
の
後
は
野
菜
を
調
理

し
、
そ
の
後
は
再
び
肉
と
い
う
よ
う
に
肉
と
野

菜
を
交
互
に
調
理
し
て
い
く
「
焼
く
」
工
程
が

主
体
の
料
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
流
と
関
西
流
の
作
り
方
を
比
べ
る
と
、

す
き 

＂焼
き＂
と
い
う
料
理
名
に
適
し
た
調
理

似
て
い
る
よ
う
で
違
う　
　
　
　
　

似
て
い
る
よ
う
で
違
う　
　
　
　
　

２
つ
の
す
き
焼
き

２
つ
の
す
き
焼
き

甘
辛
い
味
付
け
と
生
卵
の
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
が
牛
肉
の
う
ま
味
を
引
き
立
て
る
、
日
本
料

理
を
代
表
す
る
肉
料
理
「
す
き
焼
き
」。
坂
本

九
の
名
曲
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
が
英
題

「SU
K

IY
A

K
I

」
と
し
て
日
本
人
歌
手
初
の
全

法
は
関
西
流
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
関
西
流

の
調
理
法
は
味
付
け
が
砂
糖
と
醤
油
の
み
と
シ

ン
プ
ル
で
味
の
個
性
を
出
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ

り
、
近
年
は
関
西
で
も
関
東
流
の
す
き
焼
き
を

提
供
す
る
店
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

関
西
の
す
き
焼
き
と　
　
　
　
　

関
西
の
す
き
焼
き
と　
　
　
　
　

関
東
の
牛
鍋

関
東
の
牛
鍋

日
本
の
歴
史
で
「
す
き
焼
き
」
に
通
じ
る
料

理
が
文
献
に
登
場
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期

の
19
世
紀
初
頭
。
当
時
の
料
理
書
に
は
、
使
い

古
し
た
鋤す

き

を
鍋
代
わ
り
に
し
て
魚
、
肉
、
豆
腐

な
ど
を
乗
せ
て
焼
く
「
鋤
焼
き
」
と
い
う
調
理

法
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
期
に
は

魚
の 

＂す
き
身＂
を
醤
油
味
の
タ
レ
で
煮
焼
き

す
る
「
魚
す
き
」
と
い
う
料
理
も
誕
生
し
ま
し

た
。
関
西
流
の
す
き
焼
き
は
こ
の
「
鋤
焼
き
」

の
調
理
法
と
「
魚
す
き
」
の
味
付
け
が
融
合
し

て
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
き
焼

き
の
語
源
は
「
鋤
」
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が

有
名
で
す
が
、
関
西
流
の
す
き
焼
き
の
起
源
を

考
え
る
と
「
す
き
身
」
に
由
来
す
る
と
い
う
説

を
否
定
で
き
な
い
た
め
、
正
確
な
語
源
は
現
在

日本の食文化として生活に定着した定番料理のルーツ
を探る連載「ごちそうの歴史」。1 月号の「おせち料理」
に続いて、今回ご紹介するのは甘じょっぱい味付けで

ご飯がすすむ「すき焼き」。日本料理を代表する
肉料理の起源は幕末にさかのぼります。

9

すき焼き

出典： 農林水産省Web サイト
　　　（うちの郷土料理「かしわのすき焼き」）
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

も
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
関
東
流
の
す
き
焼
き
の
起
源
は
桜

鍋
な
ど
や
猪
鍋
の
作
り
方
を
応
用
し
て
幕
末

期
に
誕
生
し
た
「
牛
鍋
」
と
い
う
料
理
で
す
。

１
８
５
９
年
に
横
浜
港
が
開
港
さ
れ
る
と
外
国

人
居
留
地
が
開
設
さ
れ
、
日
本
人
は
西
洋
の
文

化
を
間
近
で
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

居
留
地
に
住
む
外
国
人
の
牛
肉
食
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
で
日
本
人
の
間
に
も
徐
々
に
食

肉
文
化
が
浸
透
し
、
１
８
６
２
年
に
日
本
初
の

牛
鍋
専
門
店
が
横
浜
に
誕
生
。
牛
鍋
は
新
し
い

物
好
き
な
人
々
の
話
題
を
呼
び
、
横
浜
と
東
京

に
数
多
く
の
牛
鍋
店
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

当
時
の
牛
鍋
は
ぶ
つ
切
り
の
牛
肉
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
食
肉
処
理
や
冷
蔵
技
術
の
未

熟
さ
か
ら
臭
み
が
強
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
味
付
け
は
肉
の
臭
み
を
緩
和
す
る
味

噌
仕
立
て
で
、
具
材
も
肉
の
臭
み
を
取
る
長

ネ
ギ
だ
け
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
８
６
４
年
に
横
浜
、
数
年
後
に
東
京
に
公
設

の
屠
牛
場
が
開
設
さ
れ
、
質
の
よ
い
牛
肉
が
手

に
入
る
よ
う
に
な
る
と
、
現
在
で
も
馴
染
み
深

い
醤
油
と
砂
糖
を
使
っ
た
味
付
け
と
薄
切
り
の

牛
肉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
を
経
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

震
災
を
経
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
西
の
食
文
化
が
融
合

東
西
の
食
文
化
が
融
合

牛
鍋
店
は
文
明
開
化
の
機
運
の
高
ま
り
と
と

も
に
大
流
行
し
、
１
８
７
７
年
頃
の
東
京
で
は

約
５
０
０
軒
の
牛
鍋
店
が
味
を
競
い
合
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
大
正
時
代
に
入
る
と
現

在
で
は
定
番
と
な
っ
て
い
る
「
溶
き
卵
を
つ
け

る
」
と
い
う
食
べ
方
も
誕
生
。
牛
肉
と
同
じ
く

高
級
品
だ
っ
た
生
卵
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
よ
り

高
級
感
を
演
出
し
た
と
も
、
熱
い
具
材
を
冷
ま

し
て
食
べ
や
す
く
す
る
た
め
と
も
、
濃
い
味
を

和
ら
げ
る
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
時
代
を
象
徴
す
る
料
理
と
し
て
当
時
の
知

識
人
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
食
べ
た
東
京
の
牛
鍋
店

で
し
た
が
、
１
９
２
３
年
に
発
生
し
た
関
東
大

震
災
に
よ
り
、
多
く
の
牛
鍋
店
も
そ
の
多
く
が

閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

後
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
合
わ
せ
て
関
東
と
関

西
の
料
理
人
の
行
き
来
が
発
生
し
た
こ
と
で
料

理
文
化
の
交
流
が
発
生
。
関
東
の
牛
鍋
と
関
西

の
す
き
焼
き
が
融
合
し
、
牛
鍋
な
ら
で
は
の
煮

る
調
理
法
を
活
か
し
な
が
ら
、
関
西
流
の
し
ら

た
き
、
豆
腐
、
春
菊
、
お
麩ふ

と
い
っ
た
具
が
添

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
と
ほ
ぼ
同
じ
す

き
焼
き
が
完
成
し
た
の
で
す
。

★次回 3 月号掲載となります。

出典： 農林水産省Web サイト
　　　（うちの郷土料理「かしわのすき焼き」）

■適度にサシが入った薄切り肉は、さっと火を通す
ことで柔らかくとろける食感を堪能できる。

■天満宮の神使が牛であることから、関西地
方では祝いの席で鶏肉のすき焼きが食され
ることも多い。
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第　　 回

　
　税

務
署
が
贈
与
額
を
把
握

　
贈
与
税
は
、
贈
与
を
受
け
た
人
が
自
ら

税
額
を
計
算
し
て
申
告
、
納
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
黙
っ
て
い
て
も
税

務
署
か
ら
納
付
書
が
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う

仕
組
み
で
は
な
い
ん
だ
。

　

も
し
、
申
告
し
な
い
と
ど
う
な
り
ま
す

か
？

　
そ
の
場
合
は
税
務
署
が
、
贈
与
が
あ
っ

た
こ
と
を
把
握
す
れ
ば
連
絡
が
く
る
。
場
合

に
よ
っ
て
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
重
加
算
税

AA

な
ど
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

　

正
直
に
申
告
し
な
い
と
だ
め
で
す
ね
。

　
そ
の
と
お
り
だ
よ
。
贈
与
税
の
申
告
は

贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
２
月
１
日
か
ら
３

月
15
日
ま
で
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
３
月
15
日
と
い
う
の
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
の
期
限
と
同
じ
だ
よ
。

　

贈
与
額
が
基
礎
控
除
１
１
０
万
円
以
下

の
場
合
は
税
金
は
か
か
ら
な
い
か
ら
申
告
は

必
要
な
い
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
だ
よ
。
１
１
０
万
円
を
超
え
た
場

合
は
申
告
が
必
要
に
な
る
。

AA

　

相
続
時
精
算
課
税
を
選
択
し
た
場
合

は
、
た
し
か
特
別
控
除
が
２
５
０
０
万
円
な

の
で
、
２
５
０
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
申
告

は
必
要
な
い
…
…
。

　
ふ
つ
う
は
そ
う
考
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
相
続
時
精
算
課
税
の
場
合
は
、

２
５
０
０
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
申
告
が
必

要
な
ん
だ
。

　

２
５
０
０
万
円
以
下
な
ら
税
額
は
ゼ
ロ

な
の
に
？

　
そ
う
、
税
額
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
申
告

が
必
要
な
ん
だ
。
と
い
う
の
は
、
相
続
時
精

算
課
税
に
よ
る
贈
与
は
、
将
来
、
贈
与
者
の

相
続
の
際
に
税
額
を
精
算
す
る
こ
と
を
前
提

に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
税
務
署
は
い

く
ら
贈
与
が
あ
っ
た
か
を
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
税
額
が
ゼ
ロ
で
あ
っ

て
も
、「
い
く
ら
贈
与
を
受
け
ま
し
た
」「
相

続
時
精
算
課
税
を
選
択
し
ま
す
」
と
い
う
こ

と
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
。

　

な
る
ほ
ど
…
…
。
面
倒
く
さ
い
で
す
ね
。

も
し
申
告
し
な
い
で
放
っ
て
お
く
と
ど
う
な

AA

82

贈与税額ゼロでも
申告が必要!?

何
回
か
に
わ
た
り
贈
与
税
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
た
が
、
今
回
は
そ
の
仕
上
げ
と
し
て

何
回
か
に
わ
た
り
贈
与
税
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
た
が
、
今
回
は
そ
の
仕
上
げ
と
し
て

贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て
。
折
し
も
税
務
申
告
の
季
節
を
迎
え
て
い
る
が
、
贈
与
税
は

贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て
。
折
し
も
税
務
申
告
の
季
節
を
迎
え
て
い
る
が
、
贈
与
税
は

税
額
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
申
告
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

税
額
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
申
告
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
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第　　 回

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

受
け
た
場
合
の
特
例
―
―
に
よ
り
控
除
を

受
け
た
結
果
、
税
額
が
ゼ
ロ
と
な
る
場
合

も
申
告
を
要
す
る
。

　

あ
と
は
、
教
育
資
金
と
結
婚
・
子
育
て

資
金
の
贈
与
で
し
た
ね
。

　
「
教
育
資
金
一
括
贈
与
の
非
課
税
」「
結

婚
・
子
育
て
資
金
一
括
贈
与
の
非
課
税
」
の

特
例
は
ち
ょ
っ
と
扱
い
が
変
わ
っ
て
い
て
、

通
常
の
―
―
翌
年
３
月
15
日
ま
で
の
―
―
申

告
は
必
要
な
い
。
こ
れ
ら
の
特
例
を
受
け
る

た
め
に
は
信
託
銀
行
な
ど
に
専
用
の
口
座
を

開
設
し
て
そ
こ
に
贈
与
す
る
資
金
を
預
け
入

れ
て
お
く
。

　

贈
与
を
受
け
た
人
は
必
要
な
都
度
引
き

出
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

　
そ
う
だ
よ
。
そ
れ
で
、
最
初
に
口
座
を

開
設
す
る
と
き
に
、
信
託
銀
行
等
を
通
じ
て

「
非
課
税
申
告
書
」
を
税
務
署
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
通
常
の
申
告
と

は
形
が
違
う
が
、
や
は
り
税
務
署
は
贈
与
が

あ
っ
た
こ
と
を
把
握
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
よ
。

AA

り
ま
す
か
。

　
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
相
続
時
精
算

課
税
は
、
申
告
す
る
こ
と
を
要
件
に
、
特
別

控
除
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
よ
。
そ

れ
と
、
相
続
時
精
算
課
税
に
つ
い
て
注
意
し

て
お
く
べ
き
点
は
、
一
度
相
続
時
精
算
課
税

を
選
択
す
る
と
、
同
じ
贈
与
者
か
ら
の
贈
与

に
つ
い
て
は
ず
っ
と
相
続
時
精
算
課
税
で
申

告
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

　

相
続
時
精
算
課
税
で
は
累
積
で

２
５
０
０
万
円
の
特
別
控
除
が
あ
り
、
こ
れ

を
超
え
た
場
合
は
20
％
の
税
率
で
税
金
が
か

か
る
が
、
贈
与
額
が
２
５
０
０
万
円
を
超
え

た
か
ら
と
い
っ
て
暦
年
課
税
に
戻
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

二
度
と
基
礎
控
除
１
１
０
万
円
は
使
え

な
い
…
…
。

　
そ
う
い
う
こ
と
。
い
っ
た
ん
選
択
し
た

ら
、
そ
の
後
贈
与
が
あ
っ
た
場
合
、
す
べ
て
―

―
贈
与
者
が
死
亡
し
相
続
が
開
始
す
る
ま
で
―

AAA

―
相
続
時
精
算
課
税
で
申
告
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
と
え
税
額
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
。

特
例
適
用
は
要
申
告

　

や
は
り
相
続
時
精
算
課
税
は
い
ろ
い
ろ

と
面
倒
で
す
ね
。
暦
年
課
税
な
ら
税
金
が
か

か
ら
な
け
れ
ば
申
告
し
な
く
て
い
い
か
ら
、

す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

　
暦
年
課
税
で
も
、
税
額
ゼ
ロ
の
場
合
で

あ
っ
て
も
申
告
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
は
あ

る
ん
だ
。
具
体
的
に
は
先
月
号
（
2
0
2
2

年
1
月
号
）
で
説
明
し
た
特
例
の
適
用
を
受

け
る
場
合
だ
よ
。

　

特
例
は
４
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
」。

配
偶
者
に
住
宅
を
贈
与
し
た
場
合
に

２
０
０
０
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
が
、

そ
の
結
果
税
額
が
ゼ
ロ
に
な
る
場
合
、
申

告
が
必
要
に
な
る
。「
住
宅
取
得
等
資
金
の

贈
与
の
非
課
税
」
―
―
父
母
や
祖
父
母
か
ら

住
宅
を
取
得
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与
を

AA
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このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
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全日本中学校長会賞〝
安
心
〟
を
買
う
と
い
う
こ
と

　

宮
城
県　

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校　

三
学
年　

福ふ
く
む
ら村 

眞ま

な菜

　

昨
年
の
秋
、
両
親
が
生
命
保
険
の
話
を
し
て
い
た
。
転
居
を

機
に
、
保
険
の
見
直
し
を
す
る
と
い
う
。
い
く
つ
も
の
資
料
を

取
り
寄
せ
、
何
や
ら
真
剣
に
吟
味
す
る
両
親
を
、
私
は
し
ら
け

て
眺
め
て
い
た
。
ど
れ
も
同
じ
よ
う
な
内
容
じ
ゃ
な
い
か
、
ど

う
せ
必
要
に
な
る
確
率
が
低
い
の
だ
か
ら
安
い
も
の
に
さ
っ
さ

と
決
め
れ
ば
良
い
の
に
、
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

実
を
言
う
と
、
私
は
保
険
に
対
し
て
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
保
険
料
を
払
っ
て
い
て
も
、

今
ま
で
実
際
に
使
っ
た
こ
と
は
な
く
、
損
を
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
私
に
母
は
言
っ
た
。

「
お
父
さ
ん
が
ガ
ン
の
検
査
を
受
け
た
と
き
の
こ
と
、
忘
れ
た

の
？
」

も
や
も
や
と
し
て
い
た
胸
の
奥
が
、
す
っ
と
冷
え
た
。

　

私
が
小
学
五
年
生
の
と
き
、
父
が
毎
年
受
け
て
い
る
大
腸
ガ
ン

検
診
で
要
精
密
検
査
の
結
果
を
受
け
た
。
父
が
、
ガ
ン
か
も
し

れ
な
い
。
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
元
気
そ
う
に
見
え
る
の
に
。
父

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
、
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
、
も
し

そ
う
な
っ
た
ら
私
た
ち
家
族
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
…
…
。
私

も
母
も
と
て
も
心
配
で
、
精
密
検
査
の
日
は
何
を
し
て
い
て
も

父
の
こ
と
が
思
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
初
め
て
、
親
が
死
ぬ
と
い

う
こ
と
を
は
っ
き
り
自
覚
し
た
と
思
う
。

　

幸
い
、
父
は
陰
性
だ
っ
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
私
は
思

わ
ず
隣
に
い
た
父
の
腕
に
飛
び
つ
い
た
。
久
し
ぶ
り
に
触
れ
る

父
の
腕
は
が
っ
し
り
と
硬
く
、
力
強
さ
を
感
じ
た
。
家
族
が
い

つ
も
通
り
生
き
て
い
る
日
常
の
有
難
さ
を
強
く
実
感
し
た
は
ず

だ
っ
た
。

　

だ
が
、
い
つ
の
間
に
か
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
忘
れ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
59
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

230
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て
い
た
。
ま
た
死
が
他
人
事
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
う
か
、
両
親
は
保
険
料
で
安
心
を
買
っ
て
い
た
ん
だ
。
急

に
生
命
保
険
が
違
っ
た
も
の
に
見
え
て
き
た
。
私
た
ち
の
〝
い

つ
も
通
り
〟
を
守
っ
て
く
れ
る
生
命
保
険
。
そ
れ
は
い
っ
た
い

ど
ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
覗
き
こ
ん
で
み

る
。
そ
こ
に
は
、
保
険
の
内
容
に
加
え
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ

る
条
件
や
、
今
加
入
し
て
い
る
も
の
と
の
比
較
な
ど
が
父
の
字

で
細
か
く
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
両
親
は
生
活
や
医
療
の
変
化

に
合
わ
せ
て
、
今
の
私
た
ち
に
最
適
な
保
険
を
選
ぼ
う
と
し
て

い
た
の
だ
。
そ
う
気
づ
く
と
、
な
ん
だ
か
心
が
温
か
く
な
っ
た
。

生
命
保
険
の
制
度
が
、
そ
れ
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
両
親
が
、

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
。

　

生
命
保
険
は
い
ざ
と
い
う
と
き
の
リ
ス
ク
か
ら
私
た
ち
を

守
っ
て
く
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
保
険
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
何
で
も
助
け
て
く
れ
る
無
償
の
愛
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
。
こ
ち
ら
が
動
か
な
け
れ
ば
適
切
な
援
助
が

受
け
ら
れ
な
い
の
だ
。
非
常
ベ
ル
も
消
火
器
も
点
検
が
必
要
な

よ
う
に
、
私
た
ち
も
そ
れ
が
必
要
な
と
き
、
き
ち
ん
と
機
能
す

る
か
見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
保
険
に
入
っ
て
満
足
し
て

い
て
は
、
意
味
が
な
い
の
だ
。
大
切
な
の
は
、
常
に
リ
ス
ク
を

見
据
え
て
必
要
な
も
の
を
考
え
、
適
切
な
援
助
を
受
け
ら
れ
る

制
度
を
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
だ
と
思
う
。

　

保
険
の
見
直
し
を
き
っ
か
け
に
、
私
は
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。
何
も
考
え
ず
今
の
生
活
を
当
た
り
前

だ
と
思
い
、
保
険
を
損
だ
と
感
じ
て
い
た
自
分
の
安
直
さ
、
甘

さ
を
恥
ず
か
し
く
思
う
。
今
後
は
私
も
リ
ス
ク
を
予
測
し
対
処

す
る
た
め
に
、
社
会
保
障
制
度
や
生
命
保
険
に
関
心
を
持
と
う
。

本
当
の
〝
安
心
〟
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
。

B5判・56 ページ
（オールカラー）
１部 200 円

( 税込価格、送料別 )

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回

｢遺族保障ガイド｣改訂版
ができました！　

　

　　
新刊のご案内

　
　

　　
新刊のご案内

遺族保障ガイドは、いつ起こるかわからない「万一の
死亡」への経済的な備えについて解説した小冊子です。
遺族年金などの公的保障、死亡退職金・弔慰金などの
企業保障、相続や生命保険の活用方法などについて説
明しています。
今回の改訂では、より見やすく分かりやすくなるよう、
イラストや紙面デザインを全面刷新しました。また、
相続・遺言・生前贈与について解説を 6 ページ増やす
など内容を大幅に充実させています。2021年7月から
運用が開始された「生命保険契約照会制度」について
も解説しています。
お申込は(公財)生命保険文化センターホームページ
(https://www.jili.or.jp/)でどうぞ。
電子版をAmazonで販売しています！

タイムリー、そして役立つ情報が満載！ 
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障制度の動
向や税制改正など役立つ情報をメールマガジンにて無料で
お届けしています。
登録はホームページ上のバナーから簡単に
できます。また、スマートフォンからは
QRコードの利用が便利です。
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Q&A
社会保険

老
齢
年
金
の
繰
下
げ
は
、
年
金
額
は
増

え
る
も
の
の
、
早
く
死
ん
で
し
ま
っ

た
ら
受
取
総
額
は
少
な
く
な
り
損
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
も
し
、
繰
り

下
げ
よ
う
と
し
て
受
給
を
開
始
す
る
前
に
死
亡

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
た
と
え
ば
、
70
歳
か
ら

受
給
し
よ
う
と
思
っ
て
請
求
手
続
き
を
せ
ず
に

死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ま
っ
た
く
年
金
は

も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

早
く
死
亡
し
た
場
合
、
繰
り
下
げ
な

か
っ
た
場
合
に
比
べ
受
取
総
額
が
少
な

く
な
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
す
。
ま
た
、
繰
り
下

QA

げ
よ
う
と
し
て
請
求
せ
ず
に
待
機
し
て
い
る
間

に
死
亡
し
た
場
合
、
遺
族
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
過

去
の
分
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
均
余
命
か
ら
み
る
と
…
…

平
均
余
命
か
ら
み
る
と
…
…

原
則
の
支
給
開
始
年
齢
で
あ
る
65
歳
か
ら
受

け
取
り
始
め
た
場
合
と
、
繰
り
下
げ
て
66
歳
以

降
の
歳
か
ら
受
け
取
り
始
め
た
場
合
の
受
取
総

額
を
比
較
す
る
と
、
は
じ
め
の
う
ち
は
65
歳
受

給
開
始
の
ほ
う
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
繰
り
下

げ
た
場
合
の
ほ
う
が
1
年
当
た
り
の
年
金
額
が

多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
差
は
年
々
、
小
さ
く
な

り
、
い
つ
か
は
逆
転
し
繰
り
下
げ
た
場
合
の
ほ

う
が
多
く
な
り
ま
す
。
繰
り
下
げ
た
場
合
に
受

取
総
額
が
65
歳
受
給
開
始
に
追
い
付
く
の
は
、

繰
下
げ
受
給
の
開
始
か
ら
11
・
9
年
で
、
12

年
た
て
ば
逆
転
し
ま
す
（
注
）。
こ
の
年
数
は
何

歳
に
繰
り
下
げ
て
受
給
を
開
始
し
て
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
66
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
た
場

合
12
年
以
上
受
給
す
れ
ば
、
65
歳
受
給
開
始

の
場
合
の
受
取
総
額
を
上
回
る
こ
と
に
な
り

年金を何歳から受け取るか
（中編）

第 59 回

ま
す
。
ご
質
問
の
と
お
り
、
残
念
な
が
ら
12
年

経
た
ず
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
受
取
総
額

は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
表
に
66
歳

以
後
の
各
年
齢
の
平
均
余
命
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
る
と
、
す
べ
て
の
年
齢
に
お
い
て
男

女
と
も
平
均
余
命
は
12
年
を
上
回
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
統
計
的
に
は
、
何
歳
に
繰
り
下
げ
て
も
、

繰
り
下
げ
た
ほ
う
が
、
65
歳
受
給
開
始
よ
り
、

総
額
で
は
多
く
受
給
で
き
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
の
寿
命
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
確
率
的
に
は
、
繰
下
げ
受
給
は
損
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

                   

さ
て
、
繰
り
下
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
て
、

65 歳以降の平均余命

男 女
66 歳 19.25 年 24.02 年
67 歳 18.46 年 23.13 年
68 歳 17.69 年 22.24 年
69 歳 16.93 年 21.36 年
70 歳 16.18 年 20.49 年
71 歳 15.45 年 19.63 年
72 歳 14.73 年 18.77 年
73 歳 14.01 年 17.92 年
74 歳 13.32 年 17.08 年
75 歳 12.63 年 16.25 年

（注）令和２年簡易生命表による。

7070
歳
を
過
ぎ
る
と
…
…

歳
を
過
ぎ
る
と
…
…
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心を整える魔法のフレーズ

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

♥Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナーは業種を超えて大好評。
日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ→https://fcommu.net/

心にゆとりをもちたい、気持ちよく暮らしたい、
自分を大切にしたいと思って頑張っているのに
行動が追いついていかない、でも今年こそはそ
んな自分を変えたいと思っている人はいません
か！？今回は、自分自身の「心のありよう」に視
点を向け、心をしなやかに強く整える方法をお
伝えします♥
心が落ち込んでいるときは無意識のうちに使う
言葉も後ろ向きで、時には攻撃的になりがちで
す。そんなときに、無理やりに気持ちをあげよう
とせずこんな魔法の表現を使いましょう。たとえ
ば、誰かに対して怒りがおさまらず「顔も見たく
ない！」と思ったときには「そうか！私は～と思っ
ているのね」に感情を入れて「そうか！私は顔も
見たくないと思っているのね」と声に出して言っ
てみましょう。たったこれだけですが「私の気持
ちの在りどころ」がハッキ
リすると怒りの感情と距離
を置くことができます。簡
単な心の整え方を身につ
けて「自分を大切にする」
きっかけをつかんでくだ
さいね♥

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/

65
歳
を
過
ぎ
て
請
求
を
し
な
い
う
ち
に
不
幸

に
も
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
遺
族
が

最
大
過
去
５
年
分
の
年
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

先
月
号（
2
0
2
2
年
1
月
号
）で
説
明
し
た
、

65
歳
で
請
求
せ
ず
に
70
歳
に
な
っ
て
過
去
５

年
分
を
一
時
金
で
受
け
取
る
の
と
同
じ
こ
と

を
本
人
が
死
亡
後
も
遺
族
が
行
え
る
の
で
す
。

た
だ
し
、
５
年
の
時
効
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

70
歳
を
過
ぎ
て
も
受
給
開
始
せ
ず
、
た
と
え

ば
72
歳
で
死
亡
し
た
場
合
、
67
歳
以
降
の
５

年
分
が
支
給
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
前
の
２
年
分

は
時
効
で
消
滅
し
ま
す
。

　

逆
に
い
う
と
、
70
歳
ま
で
な
ら
、
も
ら
い

損
ね
は
生
じ
ま
せ
ん
か
ら
、
70
歳
ま
で
は
安

心
し
て
繰
り
下
げ
て
も
い
い
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
筆
者
は

可
能
で
あ
れ
ば
少
な
く
と
も
70
歳
ま
で
繰
り

下
げ
る
こ
と
は
有
力
な
選
択
肢
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
一
方
で
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
75

歳
ま
で
繰
り
下
げ
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、

70
歳
過
ぎ
に
繰
り
下
げ
る
こ
と
は
慎
重
に
す

べ
き
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
そ
の
理
由
は

ほ
か
に
も
あ
り
、
次
号
で
お
話
し
し
ま
す
。

（
注
）
一
定
の
場
合
に
老
齢
厚
生
年
金
に
加
算
さ
れ
る
加
給
年
金
額
、
老
齢
基
礎

年
金
に
加
算
さ
れ
る
振
替
加
算
額
は
繰
下
げ
に
よ
る
増
額
の
対
象
と
は

な
ら
ず
、
繰
下
げ
待
機
期
間
中
は
受
給
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
加

算
が
あ
る
場
合
は
必
ず
し
も
12
年
で
逆
転
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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心の
かけはし

お
客
様
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

し
っ
か
り
と
関
わ
り
た
い

振
り
返
り
を
大
切
に
し

お
客
様
と
し
っ
か
り
向
き
合
う

内
木
さ
ん
の
転
機
は
、
1
年
ほ
ど
前
か
ら
。
き
っ
か
け
は
活
動
の
振
り
返
り
で
す
。

お
客
様
が
ど
の
よ
う
に
反
応
さ
れ
て
い
て
、
最
後
の
一
押
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
様
子
を
見
た
り
、

ど
の
説
明
が
わ
か
り
づ
ら
く
て
契
約
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
か
を
見
返
し
た
り
、

今
ま
で
逃
げ
て
き
た
こ
と
で
し
た
が
、
早
く
か
ら
や
る
べ
き
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

―
ご
入
社
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

内
木　
約
6
年
半
前
に
金
融
関
係
の
職
場
か
ら

転
職
し
ま
し
た
。
前
職
で
は
と
き
ど
き
、
誰
の

た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
考
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ク
サ
生
命
か
ら
誘

い
を
受
け
た
と
き
に
、
お
話
を
聞
い
て
、
人
の

た
め
に
仕
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
、
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
立
て
て
も
ら
っ
て
お
客
様
の
立
場
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
確

信
し
ま
し
た
。

―
人
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
か
っ
た
ん
で
す
ね

内
木　
そ
う
で
す
ね
。
お
客
様
を
向
い
て
仕
事

が
し
た
い
と
い
う
想
い
が
と
て
も
強
か
っ
た
で

す
。
た
だ
、
ア
ク
サ
生
命
で
は
、
顧
客
を
自
分

達
で
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

販
路
と
し
て
多
い
の
は
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
様

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、
職
域
訪
問
や
公
務
員
の
団

体
保
険
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
そ
の
ほ
か

に
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
を
主
催
し
た
り
、
飛
び

込
み
を
し
た
り
と
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
最
初
の
う
ち
は
正
直
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、

内
な い き

木和博さん
アクサ生命保険株式会社東海中央FA支社　
1986年（昭和 61年）7 月14日生まれ。岐阜県
本巣市出身。2015年7月に
募集人登録、入社 7年目。
シニア・ファイナンシャルプ
ラン・アドバイザー。 社内
表彰で新人賞受賞。趣味
は野球・ソフトボール。家
族は妻・双子の長女・次女

（小学 5年生）の 4人家族。
血液型 A型。 Vol.116

お
客
様
を
向
い
て

仕
事
が
し
た
い
と
い
う
想
い
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心の
かけはし

会
社
内
の
社
風
が
と
て
も
よ
く
、
自
分
が
知
り

た
い
と
思
う
営
業
方
法
は
、
先
輩
た
ち
が
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
ま
す
か
ら
、
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

―
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
活
動
も
熱
心
に
さ
れ
て
い

ま
す
ね

内
木　
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
活
動
は
5
年
目
に
な
り

ま
す
。
3
年
目
く
ら
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
勉

強
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
お
客

様
に
、
ど
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
し
た
ら
よ
い

か
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
か

な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
他
社
の
仲

間
が
で
き
、
生
の
情
報
を
交
換
で
き
る
の
が
魅

力
的
で
す
。
会
社
が
違
っ
て
も
お
客
様
を
向
い

て
仕
事
を
す
る
者
同
士
の
連
帯
感
を
感
じ
て
い

ま
す
。

―
新
人
賞
も
取
ら
れ
順
風
満
帆
な
滑
り
出
し

で
し
た
ね

内
木　
そ
れ
が
、そ
う
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

最
初
の
う
ち
は
、
縁
故
契
約
に
頼
っ
て
い
ま
し

た
。
今
、
振
り
返
る
と
無
理
を
し
て
い
た
な
、

と
感
じ
ま
す
。
お
客
様
を
向
い
て
精
一
杯
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た

の
に
、
縁
故
だ
か
ら
と
い
う
甘
え
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
契
約
は
長
続
き
し
な

く
て
、
苦
戦
し
た
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
顧
客
開
拓
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
顧
客
開
拓
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
？

内
木　

私
の
場
合
、
主
に
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
様

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
多
い
で
す
。
顧
客
開
拓
と

し
て
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
営
業
の
方
に
プ
レ

ゼ
ン
を
し
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
住

宅
購
入
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
見
直
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
、
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
の
ご
担
当
の
方
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す

し
、
w
i
n -

w
i
n
の
関
係
で
す
。
自
分
が
目

指
し
て
い
た
「
お
客
様
を
向
い
て
仕
事
を
す
る
」

と
い
う
こ
と
が
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

―
も
う
少
し
具
体
的
に
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か

内
木　

私
達
の
仕
事
は
ど
う
し
て
も
新
契
約
を

中
心
に
動
か
ざ
る
を
得
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
最
も
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
で
き
る
の
は
、
情

報
の
提
供
と
ご
紹
介
で
す
。
前
職
の
経
験
を
活
か

し
、
金
融
商
品
の
紹
介
を
し
ま
す
し
、
直
接
情

報
提
供
が
で
き
な
い
場
合
は
、
様
々
な
分
野
の
信

頼
で
き
る
方
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
新

想
い
と
現
実
が
離
れ
て
い
て
苦
し
ん
だ
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心の
かけはし
心の
かけはし

契
約
に
は
直
接
繋
が
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
お
客

様
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
寄
り
添
う
た
め
に
は
生
命

保
険
だ
け
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
か
ら
、
で
き
る

限
り
の
部
分
は
お
手
伝
い
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。―

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

内
木　

ご
契
約
内
容
の
状
況
報
告
を
き
っ
か
け

に
し
て
い
ま
す
。
ど
の
お
客
様
の
と
こ
ろ
に
も

半
年
か
ら
1
年
に
1
回
は
伺
う
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
提
案
し
に
行
く
と
い
う
よ
り
は
、

会
い
に
行
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
だ

わ
っ
て
い
る
の
が
、
保
険
商
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
持
参
し
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
お
客

様
の
言
葉
か
ら
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
お
客
様
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
の
で
す
か
？

内
木　

お
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、「
内
木
さ

ん
は
、
会
う
た
び
に
何
か
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

持
っ
て
き
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
そ

の
頃
は
、
会
い
に
行
く
と
き
に
は
必
ず
何
か
し

ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
っ
て
い
ま
し

た
ね
。
で
も
、
受
け
取
る
お
客
様
か
ら
す
る

と
、
常
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う

よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
言
葉

で
反
省
し
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
会
い
に
行

く
と
き
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
た
ず
に
純
粋

に
会
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
話
の
流
れ
で

保
険
の
話
が
出
て
き
た
ら
、
改
め
て
ア
ポ
イ
ン

ト
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
少
し
遠
回
り

で
す
が
、
そ
の
方
が
私
も
訪
問
し
や
す
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
言
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の

で
す
。

―
そ
の
他
に
お
客
様
か
ら
の
言
葉
で
気
づ
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

内
木　
「
押
し
が
弱
い
で
す
よ
ね
」
と
言
わ
れ

て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
言
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
に
あ
た
る
よ
う
な
お
声
が
け
を
す

れ
ば
決
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
そ
れ
が

で
き
な
く
て
引
き
下
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

が
数
年
前
ま
で
は
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
自
分
の
勘
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た

ん
で
す
。

―
ど
ん
な
勘
違
い
で
す
か
？

内
木　
そ
の
当
時
は
、
自
分
が
完
璧
な
プ
ラ
ン

を
提
示
し
て
、
お
客
様
が
納
得
し
て
く
だ
さ
っ

た
ら
、
先
方
か
ら
「
ぜ
ひ
加
入
し
た
い
で
す
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
で
も
、
自
分
が

逆
の
立
場
な
ら
、
ぜ
ひ
加
入
し
た
い
で
す
、
な

ん
て
言
い
ま
せ
ん
よ
ね
…
…
。
自
分
の
イ
メ
ー

ジ
が
幻
想
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
1
年
く
ら
い
前
か
ら
会
社
の
支
社

長
と
始
め
た
振
り
返
り
も
き
っ
か
け
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
、
お
客
様
と
の
や
り
取
り
を
よ
り
大

切
に
し
よ
う
と
気
を
引
き
締
め
る
よ
う
に
な
り

お
客
様
の
言
葉
は
宝
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掛
か け

飛
ひ

 まどか
慶應義塾大学文学部卒業後、大手生命保険会
社の FP 専門職として営業職員の活動をサ
ポート。退社後、生損保の販促ツールやデー
タ集の制作、執筆などの業務に携わったの

ち、2007 年より独立。
保険分野にとどまらな
い執筆活動、親子や女性
向けのイベントの企画
運営、発酵の研究など、
『人とモノとバショをつ
なぐ』というコンセプ
トで活動中。

Interviewer
応援メッセージ

心の
かけはし
心の
かけはし

ま
し
た
。

―
振
り
返
り
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

内
木　
振
り
返
り
で
は
以
下
の
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
こ
ち
ら
か
ら
お
客
様
へ
何
を
お
伝
え
し
た
か

・
そ
れ
に
対
し
て
お
客
様
の
反
応
や
返
答
は     

  

ど
う
だ
っ
た
か

・
こ
ち
ら
か
ら
の
質
問
に
お
客
様
は
ど
の
よ
う 

  

に
お
答
え
に
な
っ
た
か

・
そ
の
時
の
表
情
は
ど
う
だ
っ
た
か　

等

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
商
談
の
流
れ
に
沿
っ
て
思

い
出
し
た
り
、
文
字
に
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
お
客
様
の
感

情
や
、
そ
の
時
々
で
何
を
考
え
て
い
そ
う
か
を

考
察
し
ま
す
。

―
振
り
返
り
は
大
切
な
時
間
で
す
ね
。

内
木　
そ
う
で
す
ね
、
今
ま
で
は
、
振
り
返
り

も
ロ
ー
プ
レ
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
逃
げ
て

や
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
ど
ち
ら
も

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
良
さ
が
わ
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
チ
ン
グ
も
勉
強

す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

も
重
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
お
客
様
の
お
役
に
立
て
た
ご
経
験
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

内
木　

1
年
半
前
に
ご
契
約
を
い
た
だ
い
た

お
客
様
が
、
昨
年
連
絡
を
く
だ
さ
り
、
脳
動

脈
瘤
に
な
っ
た
が
危
険
な
箇
所
の
た
め
に
手

術
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
、
不
安
で
あ
る
と

い
う
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
、
弊

社
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
を
し
、
世
界
的
な

権
威
の
先
生
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
入
院
や
手
術
も
伴
い
ま
し
た
の
で
、
給

付
金
の
お
支
払
い
も
で
き
、
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
客
様
の
困

り
ご
と
に
直
面
し
た
と
き
に
、
会
社
の
サ
ー

ビ
ス
や
自
分
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
と
い
う
実

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
事
例
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、
別
の
お
客
様

に
も
自
信
を
持
っ
て
お
役
に
立
て
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
職
場
の
環
境
が
素
晴
ら
し
い

ん
で
す
」
と
何
度
も
繰
り
返
す
内
木
さ

ん
。
取
材
時
も
背
後
か
ら
活
気
の
あ
る

オ
フ
ィ
ス
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

転
職
時
は
、
双
子
の
お
子
様
が
4
歳
で

手
の
か
か
る
時
期
で
し
た
が
、
奥
様
か

ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
、
生
命
保
険

業
界
に
飛
び
込
ん
だ
そ
う
。
お
話
し
し

て
い
る
と
、
人
が
大
好
き
で
、
ど
な
た

と
の
縁
も
大
切
に
し
た
い
と
い
う
丁
寧

な
姿
勢
と
学
び
へ
の
意
欲
が
印
象
的
で

す
。
こ
れ
か
ら
法
人
営
業
に
も
力
を
入

れ
た
い
の
で
目
下
色
々
と
勉
強
を
さ
れ

て
い
る
最
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら

に
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
が
進
み
そ
う
で
す

ね
。
応
援
し
て
い
ま
す
！

お
客
様
に
寄
り
添
え
た
と

実
感
で
き
た
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で
す
。
上
場
企
業
の
う
ち
、
約
1
5
0
0
社
が

何
ら
か
の
株
主
優
待
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

株
主
優
待
で
も
ら
え
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
食
品
や
日
用
品
な
ど
の
製
品
詰
め
合
わ

せ
、
店
舗
で
利
用
で
き
る
商
品
券
、
ク
オ
カ
ー
ド

な
ど
の
金
券
、
さ
ら
に
は
株
主
優
待
限
定
モ
デ
ル

の
商
品
な
ど
、
企
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
個

人
投
資
家
の
中
に
は
、
株
主
優
待
を
目
当
て
に

投
資
を
す
る
「
優
待
投
資
家
」
が
出
る
ほ
ど
で
、

一定
の
人
気
が
あ
り
ま
す
。

株
主
優
待
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
各
企
業
の

定
め
る
「
権
利
確
定
日
」
の
２
営
業
日
前
（
権

利
付
き
最
終
日
）
ま
で
に
、そ
の
会
社
の
株
を
買
っ

て
保
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
権
利
確
定
日
が
2
0
2
2
年
３
月

31
日
（
木
）
で
あ
る
会
社
の
株
主
優
待
に
興
味

が
あ
る
場
合
、
２
営
業
日
前
の
29
日
ま
で
に
そ
の

株
を
買
って
保
有
す
れ
ば
、
株
主
優
待
が
手
に
入

り
ま
す
。
翌
営
業
日
の
30
日
は
「
権
利
落
ち
日
」

で
、
こ
の
日
に
な
る
と
、
株
を
売
っ
て
し
ま
っ
て
も

株
主
優
待
は
手
に
入
り
ま
す
。
極
端
に
い
え
ば
、

29
日
に
株
を
買
っ
て
、
翌
30
日
に
株
を
売
っ
て
も
、

株
主
優
待
が
手
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
株
主
優
待
を
狙
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
う
し
た
売
買
は
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
株
主
優
待
が
人
気
の
銘
柄
の
場
合
、
権
利

付
き
最
終
日
に
向
か
って
株
価
が
上
昇
し
、
権
利

落
ち
日
に
な
る
と
下
落
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で

す
。
も
し
株
主
優
待
を
手
に
入
れ
た
い
株
が
あ

る
な
ら
ば
、
権
利
確
定
日
の
１
〜
２
カ
月
前
か
ら

保
有
し
て
お
く
の
が
お
勧
め
で
す
。
株
主
優
待

目
当
て
で
値
上
が
り
す
る
前
に
購
入
し
て
お
け

ば
、
株
価
の
値
下
が
り
で
損
す
る
こ
と
も
少
な
い

で
し
ょ
う
。

毎
年
３
月
末
は
年
度
末
と
あ
って
、
権
利
確
定

日
を
迎
え
る
会
社
が
最
も
多
い
月
と
な
っ
て
い
ま

す
。
株
主
優
待
の
内
容
は
、
証
券
会
社
や
投
資

情
報
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
検
索
で
き
る
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
チ
ェッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、
2
0
2
2
年
４
月
に
行
わ
れ
る
東
証

（
東
京
証
券
取
引
所
）
の
市
場
再
編
に
よ
っ
て
、

株
主
優
待
を
実
施
す
る
会
社
が
減
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
す
。
株
主
優
待
目

的
で
投
資
を
行
う
際
に
は
、
今
後
の
動
向
に
も

注
目
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

お金にまつわるお金にまつわるエトセトラ

思わ
ず伝えたくなる！

株主へのプレゼント
株主優待を手に入れるには？

第　　　 回131

権
利
付
き
最
終
日
ま
で
に

権
利
付
き
最
終
日
ま
で
に

株
を
買
っ
て
持
っ
て
お
こ
う

株
を
買
っ
て
持
っ
て
お
こ
う

株
式
投
資
で
得
ら
れ
る
利
益
に
は
、
購
入
し

た
株
の
値
上
が
り
益
、
株
主
に
支
払
わ
れ
る
配

当
金
、
そ
し
て
株
主
優
待
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

株
主
優
待
は
、
企
業
が
自
社
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
株
主
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
も
の

※株式投資には、損失を被るリスクがあります。投資の判断は各自の責任でお願いいたします。
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ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート

2021 年 8 月、九州地方は記録的大雨に見舞
われ、佐賀県
でも甚大な被
害が出ました。
被害が広域に
なった た め、
佐 賀 県 協 会
では、県東部
と西部に分か
れ、8 月25日、
27日、9月1日
とそれぞれの
地域に物資を
届けました。
新型コロナウ
イルス感染症
の影響で会員の皆が集まることは困難だった
ため、幹事が 3 人ずつでそれぞれの地域を担
当し、佐賀市内、武雄市・嬉野市のそれぞれ
の支援対策本部への支援品と、武雄市内・大
町町内の学校６校へ 280 人の被害にあった子
供たちへ文房具を届けることができました。
相次ぐ水害による被害で地域の方々は大変な
思いをされていますが、今回は、2019 年の佐
賀豪雨の教訓も生かされてか、地域の住民の
皆様は対策を取られた方が多かったように感
じました。特に、車や畳については、どこの家
庭でも対応されていたそうで、支援が必要な
地域とそうではない地域が発生しました。その
ため、今回も JAIFA 本部と情報に対する連携

Vol.45

豪雨被災地の子供たちへ
文具を届けました

佐賀県協会　会長　古賀 里美

九州豪雨災害による九州豪雨災害による
被災者のための支援活動被災者のための支援活動

今年も状況を見ながら今年も状況を見ながら
社会貢献活動をしていきたい社会貢献活動をしていきたい

を取りつつ、目が届いていない所、それぞれの
場所へ必要な物を届けることができて良かった
と思います。

ここ数年、リレー・フォー・ライフに毎年参
加していましたが、昨年より行事自体がなく
なったり、縮小されているため参加が叶わな
い状況です。佐賀県協会が予定していた掃除
のボランティアやセミナー等も行いたいので
すが、新型コロナウイルス感染症の影響のた
め、自粛の状態ですので、様子を見ながらこ
れからも活動していきたいです。
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もし、万一の事態が起こってしまった際に覚えておきたいのが相談ダイヤルです。
警視庁によると、1 日あたりの 110 番通報は、約 4,300 件（令和 2 年中のデータより）、また、消防庁「令和 2
年中の救急出動件数等（速報値）」によると、令和 2 年中の救急自動車による救急出動件数は約 590 万件以上に
ものぼりますので、不要不急の通報は、緊急時の事件や事故等の適切な対応が遅れる原因となってしまいます。
とはいえ、緊急か、そうではないのか、周囲に誰も相談する者がいないときには判断に迷うことがあるでしょう。
そのような場合、電話相談窓口の活用を検討してみてはいかがでしょうか。
日常生活で不測の事態は起きないに越したことはありませんが、知っておくといざというときに役立ちますね。

参考：総務省消防庁「救急車の適正利用」
https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/appropriate007.html

※通話料はそれぞれ利用者負担になります。

■救急安心センター事業（#7119） ■警察相談ダイヤル（#9110）
病院へ行くか救急車を呼ぶか、迷った際、電
話で医師や看護師等の専門家からアドバイス
を受けることができる。

内容に応じて相談窓口を案内する。
犯罪や事故の発生には至っていないストーカーや DV・悪質 
商法などの相談事、悩み事、心配事等を相談できる。

相談ダイヤル

※大規模災害発生時には、「1 週間分」の備蓄が望ましいとされている。
※�飲料水とは別に、トイレを流したりするための生活用水も必要。日頃から、水道水を入れたポリタンクやお風呂の水を張っておく等の備えがあると良い。

飲料水…………………3日分（1人 1日３リットルが目安）
非常食…………………3日分の食料として、ご飯（アルファ米）、ビスケット、板チョコ、乾パンなど
その他の必需品………�トイレットペーパー、ティッシュペーパー、マッチ、ろうそく、カセット�

コンロなど

災害に備えて備蓄品をチェックしよう！
震災や水害により、電気・ガス・水道等のライフラインが止まった場合に備え、
保存の効く食料等を備蓄しておきましょう。

お役立ち情報

食料・飲料・生活必需品等の備蓄例

出典：首相官邸ホームページ
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html

非常用持ち出しバッグの内容の例

※乳児のいるご家庭では、ミルク・紙おむつ・ほ乳びん等も用意するとよい。

飲料水、食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）
貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）
救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）
ヘルメット、防災ずきん、マスク、軍手
懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池、携帯電話の充電器
衣類、下着、毛布、タオル
洗面用具、使い捨てカイロ、ウェットティッシュ、携帯トイレ

意外と知らない！相談ダイヤル

備えあれば憂いなし！備えあれば憂いなし！

2022年1月4日に東京・小笠原諸島の母島で震度5強の揺れを観測する地震がありました。今後2022年1月4日に東京・小笠原諸島の母島で震度5強の揺れを観測する地震がありました。今後
30年以内に南海トラフ地震が70～80％の確率で起きるといわれていますが、万一のことが起き30年以内に南海トラフ地震が70～80％の確率で起きるといわれていますが、万一のことが起き
た際に慌てずにすむよう、日頃から準備できることや必要な情報を集めておくことが大切です。た際に慌てずにすむよう、日頃から準備できることや必要な情報を集めておくことが大切です。

万一に備えて日頃から準備しておきたいこと万一に備えて日頃から準備しておきたいこと
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